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橿原市昆虫館 

国内初！？雌雄型のハヤシノウマオイ生体展示 

 

明日香村で国内初確認と思われる雌雄型のハヤシノウマオイの個体が発見されました。 

貴重な事例を多くの方に知っていただくため、橿原市昆虫館にて期間限定で当該個体を展示公

開します。 

記 

 

〇開催期間  令和 8年 9月 15日（火）～令和 8年 10月 12日（祝） 

 ※生きた個体のため、状況によっては早めに展示を終了する可能性もあります。 

 

〇開催場所 橿原市昆虫館 生態展示室 

 

〇発見の経緯 本年 7 月末、昆虫館の職員である林太郎氏（蝶たろう）が明日香村でオオムラサ

キの飼育作業をしていたところ、複数のハヤシノウマオイを確認。採集して観察

したところ、その中に雌雄型が含まれていることが判明しました。 

 

※雌雄型とは １つの個体の中にオスとメス両方の特徴が現れる、生物の突然変異のひとつです。

カブトムシやクワガタ、チョウなど、人気が高く性差の大きい種で稀に発見され

報道されることが多いです。『雌雄モザイク』との呼び名もあります。 

 

※ハヤシノウマオイとは 

 バッタ目キリギリス科に属し、秋の鳴く虫として童謡『虫のこえ』の歌詞にも登

場し親しまれています。鳴き声は『スウィ————ッチョン』。よく似た種であるハタ

ケノウマオイとは鳴き声で見分けることができます。 

以上 

橿原市 プレスリリース 

＜本件に関する問い合わせ先＞ 

橿原市 魅力創造部 昆虫館 

橿原市南山町６２４ 

TEL:0744-24-7246（直通） 

担当:池田 大・辻本 始 

tel:0744-24-7246


  

 

 

発見されたハヤシノウマオイの雌雄型 


